
能登半島地震
災害支援ナースとして活動報告

派遣期間 2024年1月30日（火）～2月2日（金）

五泉訪問看護ステーション 加藤ゆかり



被災地の様子

• 活動場所：金沢市内 石川総合スポーツセンター。

• 市内の様子：主な道路、建物に被災の様子はないが、災
害コーディネーターの話では、細い道では道路に被害が
あり、自身の金沢市内の自宅の壁のクロスにヒビが入る
被害があったと話されました。



活動場所の詳細

• 石川総合スポーツセンター：1.5避難所として利用

・メインアリーナ：一般避難者と介護支援1，2

約220名が滞在

・サブアリーナ：介護度1～３ 約70名が滞在

・マルチパーパス：介護度4、5

・メインアリーナの様子

・バスケットコートが５面とれる大きさ

・個人用テント、ダンボールベッド、マットレス

・子供の遊びエリア、嘔吐処理セット（３カ所）衛生用品、生活必需品

アリーナ内、ペットボトルが常時おいてある。
いしかわホンポという名称でフリーマーケットのようなお店

活動時はライフラインは問題なし







活動内容

主な活動

要観察者をワークシートで引き継ぎ

夜勤１回 日勤２回

• 発熱者の観察

• 薬の内服確認、点眼確認、残薬確認

• 感染症観察（コロナ、インフルエンザ、
嘔吐、下痢）

• 転倒、転落者 生活状況

• 困りごと相談



感じたこと、今後の課題

• 高齢者のADLや認知力の低下が心配された

• 薬の管理について課題が見られた

• 多職種間での連携や役割分担の明確化の必要性

• 短期間での支援活動における改革や継続の難しさ

• 介護士やボランティア活動が際立つ

• 感染対策が十分にされていた。









その他

自己完結について

・支援活動に必要な物資の準備や体力について

・事前準備の大切さと災害時の栄養管理の重要性

スポーツセンターの利用状況

不審者情報

支援活動への参加にあたっての職場や家族の理解と協力の重要性
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